
十
一
月
十
一
日
（
金
）
に
遠
行
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
去
年
と
は
打
っ
て

変
わ
っ
て
の
快
晴
と
な
り
，
男
子
百

六
十
六
人
，
女
子
百
九
十
人
，
計
三

百
五
十
六
人
の
生
徒
た
ち
が
笑
顔
で

校
門
前
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
途

中
の
給
水
所
に
は
、
保
護
者
の
方
々

が
準
備
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
茶
や
お

菓
子
、
そ
し
て
沿
道
の
地
域
の
方
々

温
か
い
声
援
は
、
生
徒
達
の
活
力
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
，
今
年
は
例
年

よ
り
生
徒
役
員
が
少
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
，
ゴ
ー
ル
地
点
で
の
運
営
を
保

護
者
に
急
遽
依
頼
し
ま
し
た
が
，
快

く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
り
，
ス
ム
ー

ズ
な
運
営
が
で
き
ま
し
た
。
26
km
へ

と
コ
ー
ス
変
更
し
た
２
年
目
の
遠
行

の
記
録
は
、

男
子１

位

下
野
雄
大
さ
ん
（３-

２
）

２
位

中
村
博
征
さ
ん
（２-

１
）

３
位

下
野
雄
矢
さ
ん
（１-

２
）

女
子１

位

鎌
田
玲
香
さ
ん
（２-

２
）

２
位

松
下
ひ
か
り
さ
ん
（２-

２
）

３
位

野
々
下
さ
ち
さ
ん
（１-
２
）

で
し
た
。
下
野
雄
大
さ
ん
は
去
年
の

記
録
を
更
新
し
，
３
年
連
続
１
位
と

な
り
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
後
も
自
転
車

で
コ
ー
ス
に
出
て
，
み
ん
な
が
コ
ー

ス
を
間
違
え
な
い
よ
う
誘
導
し
た
り
，

同
級
生
や
後
輩
を
激
励
し
た
り
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
，
例
年
に
な
く
途

中
で
の
救
護
や
，
リ
タ
イ
ヤ
す
る
者

な
ど
も
お
ら
ず
，
参
加
者
全
員
が
制

限
時
間
内
に
完
走
す
る
と
い
う
見
事

な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

遠
行
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
は
苦

し
い
時
に
一
歩
ず
つ
前
進
す
る
心
身

の
強
さ
を
身
に
つ
け
、
目
標
を
達
成

す
る
充
実
感
や
、
隣
で
自
分
を
支
え

て
く
れ
る
か
け
が
い
の
な
い
友
情
な

ど
、
多
く
の
も
の
を
感
じ
取
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
経
験

を
自
身
と
し
て
、
今
後
そ
れ
ぞ
れ
の

目
標
達
成
に
向
け
、
努
力
し
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

十

一
月

九
日

（
水
）
県
家
庭

ク
ラ
ブ
研
究
発

表
大
会
が
霧
島

市
民
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
区
の
代
表

が
各
々
の
研
究
活
動
を
発
表
し
ま
し

た
。
本
校
は
「
加
世
田
高
校
朝
食
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
毎
日
食
べ
よ
う
朝
ご

飯
」
と
い
う
題
目
で
堂
々
と
し
た
発

表
で
し
た
。
結
果
は
最
優
秀
賞
と
鹿

児
島
県
教
育
委
員
会
賞
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
研
究
が

一
過
性
の
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
に

継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

十
月
二
十
八
日
（
金
）
芸
術
鑑
賞

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

霧
島
国
際
音
楽
ホ
ー
ル
「
み
や
ま
コ

ン
セ
ー
ル
」
の
皆
さ
ん
を
お
招
き
し

ま
し
た
。
第
一
部
の
合
唱
ス
テ
ー
ジ

は
、
体
育
館
全
体
に
響
き
渡
る
女
声

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
素
敵
な
歌
声
に
身

を
乗
り
出
し
て

聞
き
入
っ
て
い

る
生
徒
も
多
く
、

ま
た
本
校
教
員

の
思
わ
ぬ
出
演

に
は
ど
よ
め
き

が
起
こ
り
ま
し

た
。
第
二
部
は

金
管
楽
器
に
よ

る
ス
テ
ー

ジ

で

、

な

じ

み

の

あ

る

ク
ラ
シ
ッ

ク

か

ら

ア

ニ

メ

ソ

ン

グ

ま

で

、

幅
広
く
演
奏
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
利
用
し
た
「
お
と
ど
け
コ
ン
サ
ー

ト
」
で
は
鹿
児
島
県
内
の
学
校
や
地

域
の
行
事
を
回
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
い
う
こ
と
で
、
演
奏
だ
け
で
な
く

場
を
盛
り
上
げ
る
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
司

会
の
方
も
生
徒
に
は
印
象
深
か
っ
た

よ
う
で
す
。
心
に
じ
ん
わ
り
と
温
も

り
の
残
る
素
敵
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

★
中
３
対
象
第
２
回
学
習
会

12
月
17
日
（
土
）
10
時
～
12
時

会
場
：
加
世
田
高
校
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秋
風
と
と
も
に
駆
け
ぬ
け
た

～
第
33
回
加
世
田
高
校
遠
行
～

10月25日（火）の午後から授業参観，PTA

講演会，学年PTAが行われました。５限目の

授業に120名ほどの保護者が参観されました。

参観後のアンケートでは、回答者の約70％

が学校での我が子の様子を知ることができ

て満足したという結果でした。生徒たちも普段以上に集中していたよ

うでした。授業参観後，体育館にて『繋がり続けたいネット世代のリ

アル』というテーマでネットポリス鹿児島の理事長 戸髙成人さんによ

るスマートフォンの安全活用に関する講演がありました。とても具体

的なネットトラブルに関する事例が数多く挙げられ,｢我が子だけは大

丈夫｣とか｢スマホは使う人次第｣という言葉が強く印象に残ったようで

した。講演会後の学年PTAでは,修学旅行の説明や文理選択の説明など

各学年で必要な情報を保護者の方へ説明していました。

家
庭
ク
ラ
ブ
快
挙
！

【
12
月
】

７(

水)

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

10(

土)

日
新
ゼ
ミ
（
１
・
２
年)

13(

火)

～
16
（
金
）

２
年
生
修
学
旅
行

22(

木)

終
業
式
・
大
掃
除

26(

月)

冬
季
休
業(

～
１
／
６)

冬
季
補
講
前
期(

～
28
日)

【
１
月
】

４(

水)

３
年
生
冬
季
補
講
後
期

（
～
６
日
）

10(

火)

始
業
式
・
実
力
考
査(

１
・

２
年)

（
～
11
日
）

14(

土)

・
15
（
日
）

セ
ン
タ
ー
試
験

１２・１月行事予定

芸
術
鑑
賞
会

活躍する部活動地区大会

○剣道部 個人【2位】1年 石橋

○バドミントン部 男子団体：優勝

男子個人ダブルス

【優勝】小峯・前原

【準優勝】奥山・北薗

女子１年シングルス【優勝】井上

○サッカー部 【準優勝】

○男子バスケ部 【準優勝】

○男子テニス部 【準優勝】

○柔道部 個人【優勝】2年 平留

県大会

○男子テニス部 新人戦【ベスト８】

○柔道部【ベスト８】

○放送部 優良賞

アナウンス部門 小湊麗以奈

朗読部門 中釜侑香・久保紀乃

TV番組部門 西将輝 他機材班

第38回九州高校放送コンテスト出場！

○書道部 地区揮毫大会

【高文連賞】神谷純玲（2年）

【優秀賞】中崎麗華（2年）

○美術部

第11回みどりの美術展

優秀賞 安藤晴香（1年）

秀作賞 岩城莉奈（1年）

第23回県高校写真展

入選 馬込凜（1年）

授業参観・講演会・学年PTA


